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殿
下
地
区
で
は
、
８
月
４
日
に
地
域
の

高
齢
者
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
毎
年
夏

休
み
に
合
わ
せ
、
地
域
の
高
齢
者
と
小
学

生
が
ゲ
ー
ム
や
遊
び
を
通
し
て
交
流
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
感
染
予
防
の
た
め
、
広

い
会
場
で
十
分
に
換
気
し
な
が
ら
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
齢
者
も
子
ど
も
も
一
緒
に

な
っ
て
大
玉
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
会
の
最

後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
手
作
り
し
た
お

菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
方
か
ら
は
、
「
人
と
会
う
機
会
が

少
な
い
か
ら
今
日
は
楽
し
い
」
、
「
子
ど

も
が
い
る
と
賑
や
か
で
い
い
ね
」
と
い
っ

た
声
が
あ
り
、
会
場
に
は
参
加
者
の
楽
し

そ
う
な
歓
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

国
見
地
区
で
は
、
７
月
21
日
に
福
祉
委

員
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
年
に
１
度
開
催

し
て
い
る
こ
の
研
修
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
地
区
社

協
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で
、
見
守

り
活
動
を
担
っ
て
い
る
関
係
者
同
士
が
顔

を
合
わ
せ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
市
社
協
職
員
を
講
師
に
、
現
任
の
福

祉
委
員
が
改
め
て
福
祉
委
員
の
役
割
や
活

動
内
容
を
確
認
し
、
互
い
に
情
報
を
共
有

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
感
染
予
防
に
配
慮
し
、
時
短

で
の
開
催
と
な
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
内
容
で

し
た
が
、
多
く
の
福
祉
委
員
、
民
生
児
童

委
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
「
担
当
し

て
い
る
地
区
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は

大
切
」
「
研
修
の
場
で
、
福
祉
に
関
す
る

情
報
が
得
ら
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

六
条
地
区
で
は
、
７
月
17
日
と
７
月
31

日
に
見
守
り
マ
ッ
プ
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
福
祉
委
員
、
民
生
児
童
委
員

の
他
、
各
自
治
会
長
も
参
加
し
、
マ
ッ
プ

を
確
認
し
な
が
ら
地
域
の
気
に
な
る
方
、

見
守
り
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
情
報
の
共

有
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
六
条
地
区
で
は
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
例
年
は
１
回
の
開
催

で
行
う
と
こ
ろ
を
、
今
年
は
感
染
予
防
の

た
め
地
区
を
半
分
に
分
け
、
２
回
で
の
分

散
開
催
と
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
自
治
会
長
と
し
て
参
加
し
た
方

か
ら
は
、
「
初
め
て
こ
う
し
た
会
合
に
参

加
し
た
。
マ
ッ
プ
作
り
を
通
し
て
、
見
守

り
が
必
要
な
方
の
情
報
を
共
有
し
、
い
ざ

と
い
う
時
に
備
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
」
と
の
声
や
、
福
祉
委
員
の
方
か

ら
は
「
見
守
り
が
必
要
な
方
の
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
普
段
か
ら
ど
ん
な
目
配

り
、
気
配
り
が
必
要
か
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

（敬称略）
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令
和
３
年
４
月
19
日
、
福
井
市
民
福
祉
会

館
小
ホ
ー
ル
で
令
和
３
年
度
の
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
と
、

令
和
３
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
、引
き
続
き
地
区
社
協
活
動
説
明
会

が
あ
り
、市
社
協
の
事
業
内
容
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

福
祉
委
員
研
修

福
井
市
地
区
社
協
連
絡
協
議
会
　
総
会

福
井
市
地
区
社
協
連
絡
協
議
会
　
総
会

福
井
市
地
区
社
協
連
絡
協
議
会
　
総
会

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、地域活動に様々な制限がかかる状況
が続いています。そうした中でも、多くの地区社協では「今できることをやる」、「で
きるように工夫してやる」という考え方で、前向きに継続した地域福祉活動に取
り組んでいます。
　今回は、そうした取り組みを紹介します。

取り組んでいます、地域福祉活動取り組んでいます、地域福祉活動

殿
下
地
区

国
見
地
区

六
条
地
区

高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
流
事
業

～コロナ禍でも工夫
して～

見
守
り
マ
ッ
プ

研
修

　令和３年７月２９日の記録的短時間
大雨では、光や川西ブロックを中心に
住宅への浸水などの大きな被害があり
ました。そうした地区の地区社協で
は、被害状況の確認も兼ねてひとり暮
らしの高齢者などへの声かけや安否確
認を行いました。
　災害など非常時での見守り・支え合
いには、普段からの取り組みの積み重
ねが大切です。今回の大雨では、
そうした確かな積み重ねが実を
結ぶこととなりました。

染
予
防
の
た
め
、
書
面
決
議
で
の
開
催
と

な
り
、
対
面
で
の
開
催
は
２
年
ぶ
り
と
な

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
令
和
3
年
度
は

地
域
福
祉
活
動
の
歩
み
を
止
め
な
い
た
め

に
、
I
C
T
を
活
用
し
た
新
し
い
取
り
組

み
を
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
や
研
修
会
等
で
も
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

災害時の見守り活動


